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一部報道に関する当社の生産状況等について 

2026年 10月 22日付の日本経済新聞電子版において、当社について「苫小牧での工場新設が遅れ

るなど量産化には課題が残る」との記載がありました。当社の生産状況および生産体制について、

以下のとおり補足説明いたします。 

記 

１．足元の生産状況 

当社の蓄電システムの生産は計画に沿って進捗しており、2026年 12月期の出荷計画に影響する

生産の遅延は発生しておりません。 

当期の生産進捗率は、2026 年 10月 21日時点で 99.2％となっております。 

※ 生産進捗率は、生産済みの在庫に基づく売上換算値ベースで、機器販売売上に占める割合として算定していま

す。出荷、検収または売上計上の進捗率を示すものではありません。 

２．苫小牧工場の稼働開始時期と生産体制 

北海道苫小牧市の新工場「Power Base Hokkaido」の稼働開始時期については、2026年 8月 13日

に、2027年 6月から 2028 年 7月（予定）への変更を公表しております。岡山第 2工場（三井 E&S

玉野事業所内）における 2 直生産（2交代制）への対応と、2027年 1月稼働予定の本社工場

「Power Base」の新設ラインを合わせることで、2027 年から 2025年実績の 3倍の生産量に対応で

きる見通しとなりました。 

これにより、2027年の生産は岡山の既存 2拠点で対応でき、北海道工場の追加生産能力は 2028

年まで必要ないと判断したため、資本効率の観点から稼働開始時期を意図的に見直したものです。

生産上の課題や量産の遅れに起因する変更ではありません。 

３．今後の見通し 

公表済みの 2026年 12月期の連結業績予想に変更はありません。今後、公表すべき事項が生じた

場合には、速やかにお知らせいたします。 
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